新型コロナウイルス感染症ワクチン接種休暇規程
第１条（目的）
　この規程は、従業員が新型コロナウイルス感染症の感染予防を目的として、所定労働日にワクチンを接種する際に取得する休暇（以下、「ワクチン接種休暇」という）の取り扱い等に関し、必要な事項を定めたものである。

第２条（対象者）

　本規程は、正社員、パートタイマー、嘱託社員等の雇用区分に関わらず、会社が直接雇用する従業員を対象とする。
第３条（休暇の日数）

　ワクチン休暇の対象となる接種は、従業員本人とし、家族のワクチン接種に付き添うものは対象としない。
２．ワクチン休暇は2021年〇月〇日から2022年〇月〇日に受ける接種日当日についてのみ、取得できる。なお、接種日が所定休日である場合には、この休暇の取得はできない。
３．取得日数は、接種1回あたり1回、前項の期間において合計2日までとする。
４．第2項の期間において接種できなかった場合には、原則としてワクチン休暇を取得することはできない。

第４条（賃金の取扱い）

　ワクチン休暇を取得した日については、所定労働時間労働した際に支払われる通常の賃金（年次有給休暇を取得した日と同額の賃金）を支給する。

第５条（休暇取得の手続き）

　ワクチン休暇を取得する際には、事前に所定の様式により会社に取得希望日を申請し、その許可を得なければならない。なお、複数の従業員が同日に取得を希望した場合等により、業務の運営に支障を来たす可能性があるときには、取得希望日の変更を求めることがある。

２．行政機関の要請や従業員本人の体調不良により急遽取得希望日を変更する必要がある場合、速やかに上長に申し出て指示を仰がなければならない。
第６条（接種の報告）

　ワクチン休暇を取得した場合には、取得日当日に接種したことを証明する資料を会社に提出しなければならない。
附　　則
この規程は　　　年　　月　　日より施行する。
